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アピグランス

aaca会員
染織タビス トリー作家

ASAKURA MITSUK0

朝 倉 美 津 子
思都市西京区大枝西新林町6-10-18
TEL 075-331-2763

「舞」
(東京赤坂)日枝神社 社務所エントランスロビー
1500× 1600× 50mm

染色作家を父に持ち、織り作家として出発し、早や

30年が経つた。日本の神社で初めて、現代タビスト
リーを起用するとのことで光栄です。祈薦時のかわい

い巫女さんの様子に触発されて、絹糸を染めて織つた。

aaca会員
石彫家/(有 )4埋予寺優元都市芸術研究所
ONODERA YUG∪ EN

小 野 寺 優 元
l.t玉県東松山市自山台]5-19
TEL 0493-35-4506

「太素」
八ウスクエア横浜
50× 60× 70o鰤

茫洋たる空間の中に浮遊しているそれぞれの世界は、

時間的にも、空間的にも連続し、これら無数の世界の

連続が新しい宇宙を生む。この宇宙の根源に凝り固つ

た元気から、陰陽の二気が生じ、万物を生成した。

aaca会員
ガラス造形

NAKAMURA HlROK0

中村 弘 子
東京都国分寺市西町2-17-1
TEL 042-577-1378

「光の丘」

]5帥 X40× 20

氷のように冷たく透通るガラスは、七色の色彩を放つ

とき、温かい水のような塊に変わります。吸い込まれ

るような色彩を内に持つガラスの作品を作りたいと思

つています。
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■表紙デザイン

高部 多恵子

表紙の作品を募集しています。

事務局までお問い合わせください。

尚表紙のレイアウト|よ、広報委員会で行しヽます

のでこ了承下さい。

発行 :蝦 日本建築美術工芸協会

Phone03-3457-7998
Fax  03-3457-1598
〒]08-0014
東京都港区芝 5-26-20
建築会館 6F

振香彗:00110-2-365085

編集 (社)日本建築美術工芸協会 広報委員会

広報担当理事 柳澤孝彦

委  員 長 玉見 満

冨J委 員 長 高部多恵子

北村孝昭、石田員人、山崎輝子

浅野由紀夫、長谷川亨、瀬川秀之、佐田興三

事 務 局 長 伊藤留雄

制作協力 :中栄印刷工業株式会社

aaca会員
彫亥」家

MIZUSHIMA AllASAHIR0

水 島 正 博
福丼県丹生郡織田町織田92‐33
TEL 0778-36-1440

融竜モニュメントのカツヤマリュ
フクイリュウo銘 )/イグアノドン(ぎ 1用語」

福井県勝山市 |::晏

''11:
夏の 2ヶ月間の恐竜エキスポにあわせて市役所より指

示を頂いて木彫からブロンズにしました。全部で 3種

を本彫、恐竜のすこさがノミ使いで表現できるかと思

つて一本でしました。
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いた応募パネルで入賞候補案を選びまし

たが、その作品は以下の通りであります。

対象件名 :名古屋市栄地下街クリスタル

広場オブジエ“光彩
"

作  者 :安河内敦子

刈象件名 1大阪ガーデンシテイ

作  者 :ケネス スネルソン
アントニー ゴームリー

対象件名 :川崎市岡本太郎美術館

作  者 :(株 )久米設計

対象件名 :MAY∪ MYAの工房
作  者 :久保清一+香川員二十

森田真由美

対象件名 :鳥取県立フラワーパーク

作  者 :アーキテクトファイブ

対象件名 :「潜在する音の海―Wave Wave

Wave,∪ mi― Tsukush」

他―達の作品

作  者 :庄野泰子

対象件名 :明和町 (群馬県)町制施行記念

モニュメント

作  者 :日高軍也、山本 誠、小野行雄

式彰豪

審査委員長

審査委員

〃

〃

〃

ゲスト審査員

内丼 昭蔵
會田 雄亮
栄久庵憲司

近江  栄
澄川 喜一
松本 哲夫

これら候補作品について現地審査を行つ

た後、審査委員会で議論の結果、本年度

はAACA賞を
庄野泰子氏の一連のサウン ドスケープ

デザインに対して贈ることを決定しまし

た。なお、庄野泰子氏は「潜在する音の

海―Wave Wave Wave,∪ mi一 Tsukush」

についてすぐれた業績を認められました

が、この他にラフレさいたま「ウィンド

ノーテーション」、種足もヽれあいの森 サ
ウン ド モニュメン ト、ビックノヽ一 卜出
雲 サウン ド モニュメン ト、国営越後
丘陵公園「冒険の丘」フォーリー サウン
ド オブジェ、llB倉町文化センター ウ
ォータースクリーン、風の丘葬斎場「風の

ベンチ」サウン ドインスタレーシ∃ンが応

募さねていました。

審査委員会ではこ祖らを含め、一連の

サウン ドスケープデザインを対象として

賞を贈ることにいたしました。

AACA特別賞は本年は次の二点を選定い
たしました。

Oアーキテク トフアイブの鳥取県立フラ

ワーパーク

〇日高軍也氏、山本 誠氏、小野行雄氏
による明和町 (群馬県)町制施行記念モニ

ュメント

(審査委員長 内井昭蔵)

審査総評

◇審査経過

(社 )日本建築美術工芸協会(aaca)で は、

毎年公募し本会の設立の主旨に合致した、

すぐれた芸術的環境をつくつた作品を表

彰してきました。

本年は第 10回となります。応募総数は

20点でありました。内容は建築、彫亥J、
アー ト環境のコーディネーション、音環

境など、多岐に亘り、いずれも高い水準

のすぐれた作品でありました。

選考に当たつては、作品が独創的であ

り、建築や彫亥Jなど、アー トが自然環境、

都市環境の中で生き、環境がアー トによ

って生かされるといつた本会の主旨に合

致するかどうかという点に絞り、慎重に

議論を重ね、現地審査を経て確定いたし

ました。

例年の如く、第一次は提出していただ
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AACA賞

「潜在する音の海一Wave Wave Wave,Umi一 Tsukush嗜他一連の作品

作者 1庄野泰子

審査講評

殺風景な工場地帯を抜けて小名浜港に

至J着、この作品の前に立つた時、どう触

れ合つたら良いのか多少の戸惑いを隠せ

なか つた。説明者 を待 つ間、 Umi
丁suklJshiに耳を寄せ、 床のtrtlaveを の

ぞいてみる。

金属パイプは長さによつて音を拾う位

置が変わり、チ∃ロチ∃□、ボコボコ、

思いがけない音が伝わつて来る。まるで

聴診器でお腹の音を聞いている様な錯覚

すらおぼえる。そうか、作者は目立たな

い水の声と、我々に会話をさせようとし

ているのかとようやく納得する。そ祖で

はWaveは 、と、ネット上に寝てみる。
背中越しにフ6米の距離を移動する波の

音は員近にせまり、波の声と青空が一つ

になつた。やはり、この作品は夜暗くな

つて本領を発揮するものだろう。

この作家は他に一連の作品を応募して

いる。壁に沢山パイプオルガンのパイプ

を取り付け、拾つた風に音を発生させた

潜在する音の海

り、素焼きの容器から金属板に落ちる水

滴の音を拾い、又、長いパイプで風を受

け、葬祭場の一画で不思議な音を聞かせ

る等、音にこだわる様々な実験を試みて

いる。しかも、無理に装置で音を造成し、

人間に押しつけるのではなく、一寸気の

付かない音をそのまま人に伝えようとす

る作容の姿勢は共感を呼ぶものであつ

た。だから、風や波の無い時は音は聞こ

えてこない。

音は環境と造形の触れ合いのテーマで

は比較的新しい分野であろう。その意味

でも先駆的業績として大いに評価すべき

ものと意見の一致をみた。   O田 雄亮)

UmlTsukush
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この作品には宇宙的ロマンがある。銀河

を挟んで彦星と織姫が年に一回逢う瀬を楽

しむように、 10月 1日に太陽の影が町のシ

ンボルと合体するというドラマを演じてい

る。つまり太陽と町民の合体である。

太陽によつて映し出されたモニュメン

トの影が一年を待つて、一瞬明和町のシ

ンボルである「日J「月」の紋章と符合する

のである。

太陽と田]の合体の壮大さは、町民同志

の連帯感をいやがうえにも高め、そのア

イディアは抜群である。

時間、空間に太陽を組み込み、一年の

時間と共に町のシンボルとしての代表機

能、意味機能、表徴機能を充分満足させ

た技術も可とすべきものがある。又モニ

ュメン トの造形は材料選択、比例感覚に

優れ、かつ設置環境に生命を吹き込んだ

効果は云うまでもない。

メッセージのまことにクリアな作品で

ある。 (栄久庵憲司 )

■AACA賞特別賞 :「鳥取県立フラワーパーク」

■AACA賞特別賞
作者

審査講評

審査講評

自然豊かな鳥取県西迫郡につくられた

LEl立 フラワーバークの展望回遊施設であ

る。起伏のある地形にある樹木やフラワ

ー園をさまざまな視点で観察し、自然と

ふれあうために一定のレベルを保ち、回

遊する円形の通路を高度な建築技術をも

つて形成したものである。中央には大き

「明和町 (群馬県)町制施行記念モニュメント」
日高 軍也、山本 誠、小野 行雄

作者 :アーキテクトフアイブ

な透明性の高い ドームを配置している。

自然の中に幾何学的造形をもち込むこと

で変化に富んだ自然を協調することがで

き、又、自然によつてこの建築的空間が

生かされている。この中空に浮かんだ施

設は地形、植生をいためることなく、し

かもシークエンシャルなシーンが次々に

現れるといつた意外性も感じられる。当

然、バリアフリーの思想も生かされ、公

共施設としてもすぐれた設計となつてい

る。しかし、委員の中にはあまりに幾何

学的であり、自然にふれ合うより建築造

形が勝ちすぎているのでは、という意見

が出ました。多くの専門家、エンジニア

ーとのすぐ/rlたコラボレーションも評価

鳥取県立フラワーパーク
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対象件名 :名古屋市栄地下街クリスタル広場オブジエ

作  者 :安河内敦子

「潜在する音の海一Wave Wave Wave,Umi― Tsukushi」

抜ける様な冬の青空を久しぶりで見上げた。

小名浜港2号埠頭の先端部にある種々のうねりやぶ、くらみを

持つ巨大な造形物。その下は海。身体をステンレスの網の上に

横たえていると、背の下から波の音がつぎつぎとやってきて、

まるで海の一部になつた様な浮遊感に襲われる。海の、波の音

がこの様な形で感じることを体験するのは初めてのことである。

自然の音、風や、波や、水滴など音を使つて芸術的環境へ造形

する作家がいることを確認ができた。

「明和8J(君羊馬県 )日丁制施行記念モニュメント」

毎年 10月 1日正午の日影を紋革に見立てる計算ずくのループ

形の造形物も、又、自然との対話から生まれた作品といえよう。

対象件名 :大阪ガーデンシテイ

作  者 :ケネス スネルツシ

対象件名 I MAY∪ MIYAの工房
作  者 :久保清― +香川員二 +森田真由美

鳴 取県立フラワーパークJ           きゎ
この作品は前者と異なる視点で、自然の生態を極めてクール

な水平構築物を幾何学的形態で構成し、多様なシークエンスを

作りだす。木々を槍 から見おろし、枝の間を抜け、地上で花を、

地下で根を見る。

魅力的な環境をつくり上げている。

(グスト審査委員 松本哲夫)

■・ ■| ■

対象件名 :川崎市岡本太郎美術館

作  者 :(株)久米設計

_4-
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時代の華一輪
aaca広 報委員
SATA KOUZOU

佐 田 興 三

千葉県船橋市夏興,41228
TE1 047422-1071

「いろは」

色は匂へど散りぬるを、我がよ誰れそ

常ならむ   ん。弘法大師空海が考案
したとも伝えられる「いろはJ四十八文字

の中に、時の流れを感じて自分の作品の

テーマとしている。その冒頭にもある

「色Jというもの 性ゝ質には、よく知られ

ているが明暗や彩度の他に、艶、渋さ、

輝き、重さ、肌合等々の様々な性質が含

まれている。それらが微妙に調和するこ

とによつて様々な分野の作品はその雰囲

気が生れ作品が映える。日本には日本の

風土の中で、その調和がとれ、ヨーロッ

パは∃―ロッパの、アフリカはアフリカ

の等々、その土地によってそれぞれの色

の性質の調和があり、もしその中に、ど

んなに魅力が有つても異った性質の色を

もってゆくと、索晴しいll‐4き にはならな

「いるい 19811 油 1会  10■ 生

い。日本の四季は美しい調和の中に春夏

秋冬が流ねてゆく。無論ョーロッパや他

の国々でも、その土地の季節の流れが、

その土地特有の調和を見せながら移り変

つてゆく。アフリカには照りつける太陽

の下で鮮かな色彩と大地の重さがいろい

ろの色を生み出し、∃一ロッパには∃―

ロッパの生み出す色があり、長い年月を

かけて、魅力有る油絵という絵具が生み

だされた。日本に日本画 (明治以前の)が

生れ育つたのも風土から生みだされた色

彩である。古くから日本は中国や韓国、

その他の国々から新しい異質の情報 (色 )

を得て、それを消化吸収して新たな日本

の魅力として来た。これまでは異質な色

を長い時をかけて少しづつ日本の色へと

変化させるだけの時の流れがあった。そ

の時の流れの中で色は日本の色として成

熟してゆき新たな輝きを放つた。今、情

報は多く、それを醸す時間は極端に短い。

現在は色の調和をいかに生みだしてゆく

か、大変難しい課題である。人は形に関

しては、かなり明確に掴むことが可能で

その良 し悪 しを判断することが容易しヽ

が、色に関しては非常に難しく漠然と何

かいい、何かよくない、位にしか認識し

ていない。洋の東西の名作として伝えら

れる作品には、形の良さは無論、色彩の

良さが裏打ちされている事を知り重要に

感じることは少い。今自分が制作活動の

中で追求している事は時の流ね、心の流

れをより自由に形と色彩によつて表現出

来たらと思っている。日本の三河島と言

う土地に生れ、その風土の中で育つた自

分が、どの様な「形」や「色彩Jを生み出す

素材になっているのか、現在は自分なり

の油絵と、和紙と光による立体作品に取

り組んでいる。

(株 )集研設計展示作品
(和紙と光の立体作品)

テレコムセンター展示作品

(和紙と光の立体作品)

-5-
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(株 )秋山環境デザイン研究所 代表取締役
AKIYAMA HIROSHI

秋 山 裕 史
東京都渋谷区東2-27-4エ ビス東ノヽイツ第-603号
TEL 03-3486-6566

コンクリー トの色彩景観

風景画に向かない

自すぎるコンクリー ト色

自然豊かな河川風景を絵に描こうとす

る際に、風景の中にコンクリー トによる

部分があるとその部分が周囲の自然の緑

に対して白く浮いてしまい絵としての色

彩的バランスを欠いてしまう事が多い。コ

ンクリー トでつくられた形状が自然を背

景に考慮されたデザインであればよいが、

構造機能だけが優先されるケースが多く、

周囲との景観的配慮に欠け、風景として

の連続性、バランスを欠いてしまう。こ

のような色相、明度、形状という点にお

いて周囲との自然景観と折り合わないた

め、その結果コンクリー トは景観的に悪

いという烙 E日を押されてしまうケースが

ある。

コンクリー トも

使い方次第

村野藤吾設計による広島の世界平和記

念堂の教会入口部の壁面や桓部のコンク

リー トの仕上げは トラーバーチンや石を

模したものであるがいやみなく受け入れ

られる。また、写真 2はアメリカのロチ

ェスター市における住宅街の一般的なコ

ンクリー ト舗装の歩道であるが、周囲の

芝生との図と地の関係が美しく景観デザ

インの良い事例といえる。

村野藤吾設計による世界平和記念堂入□部の
コンクリー ト仕上げ

写真 3は ドイツのフランクフル トの商業

地域におけるコンクリー ト平板3種類の組

み合わせただけの舗装であるが、道路景

観としては落ち着いた雰囲気があり安価

なイメージはない。これらからいえるこ

とは全体景観のなかにおけるコンクリー

トの素材の扱い方であり、またディテー

ルに対する審美眼の確かさである。

前述のように土木景観においてコンク

リー トは竣工時は明度が高く周囲の環境

か ―l浮いてしまうことf」
A多
く。それらを

解決するための一つとして周囲の景観と

マッチするコンクリー ト間知ブロックを

開発した。その手本は全国の石垣の色彩

にもとめ全国各地の色彩にとけ込む用に

色合いを調整し6系統の色彩のブロックを

つくつた。そしてこのブロックは工業製

品でありながら環境条件の多様性に対応

できるカラーバリエーションとデリケー

トさが良いと言う評価で、 1998年度の
公共空間部門のグッドデザイン中小業庁

長宮特別賞を頂いた。

環境の中にどのように位置付けられる

かという一歩下がつた広がりある視点を

いかに持つかが課題といえる。

色彩開発 した手前のブロッ

クと後部のコンクリー ト打

放しの色合しヽの相違

写真3 ドイツ/フランクフ
ル ト商店街歩道

写真 ]多 摩川コンクリー トブロックによる緩斜面

アメリカ/ロチェスター市の住宅街歩道
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―
トーク

aaca会 員
インテリア アーキテクト
(株 )イ リア KA」 M彫刻コンクール幹事長
TORAYA TADASHI

庸 屋 正
東京都港区赤坂6-5-13
TEL 03-5561-2506

アートが
空間をひらく

私がインテリアデザインの仕事を始め

て間もない頃、あるビルの屋内空間に彫

刻が置かれており、特に著名な作家のも

のではなかつたが、その彫亥Jがその場の

空間を支配していることにある種の驚き

をおぼえた。それ以後内部空間の設計を

考える際、アー トワークの在り方を合わ

せて考えることが常となつた。

1989年、鹿島建設が倉」業 ]50年をALll
え、当時我国でインテリジェン トビル第

]号で、ア トリュウムを持つた鹿島Kビ
ルー小生の設計による一が竣工し、記念

事業として、彫亥」コンクールが行われ、

ア トリュウムで展示が行われた。私は幹

事として、今迄以上に彫刻との関わりを

強く持つこととなつた。第 1回 目が応募

作品数、質的な面等において大好評であ

つた為、審査員の先生方から、国内唯一

の屋内彫刻コンクールとして継続の要望

が強く、以後ビエンナーレ型式で行うこ

ととなり、今年で 7回 目を迎える次第で

す。毎回応募数は約300点 、その内約
20点が海外からです。40代から50代

の中堅作家を中心に、又新人の登龍Plと

して、又、素材の面で屋外では使えない

ものでの作品もあり、巾広いコンクール

として認知さInて おります。このコンク

ールをよリレベルの高いものとすべく、

毎回のように事前に審査員の先生達と懇

談会を持ち、又審査当日も意見交換をし

コンクールのテーマである「彫亥Jと建築

空間の調和Jについて議論が重ねられて

きました。屋夕1彫亥J展と違い彫亥」の置れ

る空間との関係をどう意識するか ?永遠

のテーマのようです。単なる置物でない、

むしろ空間を発生させる作品が求められ

ています。建築には敷地という場が最初

からある訳ですが 。彫亥J家は建築空間
を意識しているのでしょうか ?建築容は

彫亥Jが置れることを考えて設計している

ウフッツィ美術館前

安田 侃氏の彫亥」

元特殊車を製作 していた

会社のサンクーガーデン

作 1関 玄達
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のだろうか ?毎度出る意見です。

私はここ数年間に、いくつかの彫刻の

設置のプロデュースを経験し、又現在新

築ビルの竣工と同時に彫亥」が設置される

コンクールのプロデュースを行つており

ます。カジマのコンクールは勿論、今ま

で国内外で見てまた数々の経験が私を動

かしております。コペン八―ゲン郊外の

海を背景にしたヘンリームーアの作品、

その場を振り向けば、三木富雄の耳、叉

イタリアの街中の数々、欧米の建築空間

での彫亥」等々。

昨年の夏、イタリアを旅した折、フィ

レンツェの街中で行われた安田侃氏の彫

亥」展を見る機会を得ました。ルネッサン

スの時代以後フィレンツエの街中―シニ

ョーリア広場を中心に 8ヶ処で一このよ

うな展覧会は初めてであり、ましてや現

代アー トを 1安田侃氏の彫亥Jとフィレン

ツェの街が語り合っている空間を感じる

ことが出来、強い感動をおぼえました。

フィレンツェ シニョーリア広場 安田侃氏の彫亥」

ヽ

ィギ」



サロン・ド・トーク仙台 AACバS
aaca会 員
建築家吉田イサムとアーク 八イ
YOSHIDA ISAMU

吉 田 イ サ ム
佃台市青葉区中山6-1-13
TEL 022-279-7051

“サロン・ ド・トーク"は

楽しい

とても良かつたわ! 後のサロンパー
テイでのお話しで益々尊敬する様になつ

たわ||とこ婦人方の多い“サロン ド ト
ーク
"の
終つた後、出口での挨拶の言葉

である。主催者、会員担当者―同帰り際

のこの言葉を聞くことが次回の運営への

反省と意欲の元になる、早速今日のスピ

ーカー、コメンテーターに伝える。次回

には私達は聴衆になつて来ましょう||｀ と

云つてくれる。次のテーマは既に予告し

てある、抱負と情熱が高まつて行く―瞬

である。

サロン ド トークll台、待ちに待つ
たこの集りは、昨年 7月 から始めること

が出来た。AACA地方会員の切なる願い
であつた。

先の仙台での環 観シンポジウム
"の
開

催に当り、会員数の増強により催事の成

功を期し、それは成就したもののその後

の空自が問題となった。会報を読むだけ、

東京中心の催事には仲々出席できない、

会員の顔も見たことない、ましてや会長

役員の方々にもお会いする機会もない。

会に出なければ益々遠のいて行く。どう

すればいいのか ?、 入会推薦者は彼等の

最後の言葉を聞くまでもなく狼狽する。

せめて地方在住会員だけの集りでも、

近 くに居ながら顔も合わ したことがな

い。ここに本部からそ 4‐lなりの人が講師

として、或は展示会など企画できれば。

まず実行可、不可の決断を担当委員会、

理事会にlrpぐ 。永い時間はかかつたが、

財政援助なしでなら、の心持ち良い ?返

事に早速立ち上げにかかつた、何と三年

を要 したのである。この間事業委員会、

理事、事務局の皆様の多大な支援とこ理

解があつた事感謝致します。

もはや仙台在住会員のみで企画運営す

る他はない。本部からのこ配慮で丁0丁0

シ∃―ルーム上の会議室が無償貸与さ

れ、会員 12名での最初の準備会となつ

た。

建築、美術、工芸の各分野の人々の人

的交流、相互理解、そして仙台在住作家

の潜在的能力の発見と市民への啓蒙、そ

れがAACAの認知と会員としての存在意
義へとつながれば、と目的を確認、年間

4回、経費は参加者の浄財で、名称はサ

ロン ド トーク仙台、AACA Sと 決める。
第一回は 7月 18日 に行われた。芹沢錐

介工芸美術館 (東北福祉大内)で、館長が

こ子患芹沢長介氏、考古学者だけに父上

の染織の分野にも造詣深い、スピーカー

にお願いし、コメンテーターは法学者、

同大学学部長渡辺信英氏 2人での対談で

ある。参加者60名、大同理事、三木事

業委員のこ出席と会長のメッセーヂが会

場に華をそえる。 2時間半の トーク&バ

ーテイ、作品を前にしてのサロン ド
トークはその勢いで、2001年 3月 3日
で 4回を迎える。

華の字のれん 芹沢銭介
第一回 芹沢鐘介工芸美術館

第二回 サロンド トーク 榎戸悦+吉田イサム
第二回 自百合学園聖堂
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ぶどうの本 榎戸悦 枕木 高山昇 第二回 リアスアーク美術館
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lTアンケー卜調査報告 調査研究委員会(IT化部会 )

アイティ

1コ ンピューターを事務所又は自宅
で使っていますか (はい・いいえ)

インターネソトのホームページを

利用していますか (は い いいえ)

ファックスをお持ちですか

(は ヽヽ いtヽ え)

10個 人のホームページを開設する

予定がありますか

(は てヽ いいえ わからない)

硫 剌
12%

12 aacaが ホームページを持つ

事に賛成ですか

(はい いいえ わからない)

9電子メールアドレスをお持ちに
なる予定がありますか

(はい いいえ わからない)

3%

無回答

30-39

40-49
50-59
60-69

70-79

回  建築
■  美術
L 工芸
囲  ランドスケープ
■  その他
爾  無回答

□

国

Ｌ

□

■

□

|||||llHl‖ llllllll‖ |‖ :‖ |||||:||lllllllll!ll‖ :‖l‖ !|||||||||||||:‖ |||||lll

アンケート    チ ョーサ
2電子メールのアドレスをおもち
ですか。 職場で (はい いいえ)

5個人のホームページをお持ち
ですか  (はい いいえ)

aaca事務局のOA化について賛成
ですか  (はい・いいえ わからない)

ホウコク

3電 rメ ールのアドレスを おもち
ですか、ll・ 人で (はい いいえ)

6事務所又は動め先でホームページを
お持ちですか (はい いいえ)

《
″

帥

8携帯電話をお持ちですか
(は tヽ  ヽヽいえ)

11

0%2%

lTアンケー ト調査報告
調査研究委員会では事務局のOA化 という
問題を検討推進するに当たり、会員の方々の

現状を把握するところから始めたいと考え、

昨年末にアンケー ト調査を実施しました。お

願いした期限の1月 末までに事務局に返送さ

れましたアンケー ト用紙は116枚 にのぼ り、

会員数が約700と すると、16%の方々からご返

事をいただいた事になります。調査に協力い

ただいた方々の年齢、分野の割合はグラフの

とおりです。8割以 卜の方々が事務所又は個

人でコンピュータを持っています。メールに

ついては7割が職場でのア ドレスを持ってお

り、5割以上の方々が個人のア ドレスを持っ

ているとの回答でした。これはメールやファ

ックスの利用によって事務局からの通信を合

理化できるかという課題に対して明るい見通

しといえます。ファックスについては97%の

方がお持ちになっています。ホームページ(HP)

の利用については7割以上の方が利用 してい

ると答えています。HPを nl設 しているかに

ついては個人9%、 会社57%と 未だ個人での

HPの 開設は ‐般的になっていないという結

果が出ています。開設予定については26%が

開設を検言」しており、個人のHPも これから

1曽 えて行くものと思われます。

携帯電話については若い人々の間ではイン

ターネットやメールの端末として利用されて

いる事もあり将来的な可能性も考え設問しま

した。73%の方がお持ちになっています。メ

ールア ドレスの取得予定について、「既に持

っている人には11意 味である」というご指摘

をうけました。その結果約半数の人が無 l ll答

になっています。31%が ア ドレスを取得予定

と1可答してお り、設・12、 3の持っていない

肥‖Ⅲ冊‖Ⅲ[Ⅲ‖ⅢⅢ躙Ⅲ皿ⅧⅢ
SAκ ACA"II mAOVA

22%(JI務所)46%(個 人)と 7ヽ えた方々も||つ

方向で検討していると考えられます。■「務九

`のOA化 には80%の 方が賛成2%が反対という

結果です。協会のHPの り‖設には賛成87%反対

o%でほとんどの人が協会の広範な情報発tiを

望んでいるという結果でした。全体としては

会員の多くの方々がコンピュータを情報手段

として利用 してお り、現在利
'Iし

ていない

方々も利丹]を 検討しているという結果がこの

調査から読み1反れます。ご自身では利用され

ないし、そのつもりもない方々でも、「協会

の将来を孝えると1■
｀
の利丼Hと いう方向性はや

むを得ないJと いう主旨のご意見を数件いた

だきました。また、IT化によってr11き ゎすれ

るものの多い手を警 i午するご意見も2件 いた

だきました。

‖‖‖ⅢⅢⅢⅢ‖‖Ⅲ‖Ⅲ‖ⅢⅢ珊‖‖胴
TSuYUGuCHI  NOR Iκ 0

麟柵‖‖ⅢⅢ Ⅷ‖‖‖脚‖Ⅲ
IIS H I I H II R O■ I
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六威建設

私 Fミちの教術樽

めなAへめうデレゲーなんたち

オ欠賀御まイ可のなめに達艦れてくるの漁ちう。

1とまれて尊rtオ人特|ょ どヒlミ :iくの漁ちウ。

名ならの教術のようこグは、

びしN方角ズマ滋托ォゴ周ずるスため人褻鷲満風,ヽら駐豪れます。

みんなのじめわせがiオ史1時のしあわせなす。

それで1ま、、ヽつ″ヽ 嶺rミあ研卜し`ぴそろ協を素しみ|ミしてヽ孝`す。

ヰ 地1図 に 残 る1仕 乳
IAiSEl

∴
機


